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SESAM（semiconductor saturable absorber mirror）を用いてYb3＋:Lu2O3中心
波長1034nm-352mW-Δλ3.2nm-357fs、Yb3＋:Sc2O3セラミック中心波長1041nm-88ｍ
W-Δλ1nm-1.16ps、 Yb3＋:YAG中心波長1050nm-180mW-Δλ1.2-3ps、Yb3＋:Y2O3中
心波長1038nm-220mW-Δλ6.5nm-188fs(Δt･Δν＝0.340)というモード同期発振
を得る事に成功した。特にYb3＋:Y2O3 の値はYb3＋添加希土類酸化物において単結
晶を含めてこれ以上短いパルスは報告されていなく、世界最短のデータである。
 
 
